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1.はじめに
ファッションは「流行Jを意味する言葉であ
る。流行は英語ではファッション (Fashion)
といい、服飾i)についていわれることが多いと
されている九流行を創るために何が重要であ
るのか。それは時代と共に、社会背景や人々の
生活の指向が移行していくわずかながらの変化
や大きな変化を敏感に反映しなければ現象を捉
えることは出来ない。デザインと流行の関係に
ついては、デザインωされた数多くの中から大
衆に受け入れられたものがファッションになる
と論じられている九時代の方向性を具現化す
る事こそファッション・デザインと言えるので
はないだろうか。
例えば、 1918年に第一次世界大戦が終結す
ると、人々の考え方や生活様式が急速に変化し
ていき、モダニズムiω 文化への傾倒が促進され
る。そして時代が求める風潮を具現化した状況
が流行現象となる。時代を反映する流行文化時
代と換言できる。文化とは映画、音楽、芸術、
被服 M 等の人々の暮らしを背景に志向された
生活形成の様式を意味している。服飾の流行を
基盤とした文献では、 10年単位(デイケード=
Decade}の時代の解釈は、次の流行を創造す
る上で不可欠の方法論となっているに毎年移
り変わるトレンドv)のキーワードvi)においても
時代を表す言葉が頻繁に登場する。トレンド情
報の発信源が数多くある中で、ファッション誌vω
は重要であるとされている4)ヘ
1892年にニューヨークで創刊されたrVogueJ
は、世界的に最も広く名が知られ、息の長いフ
ァッション誌であるヘ古賀令子は、 1998年か
ら「“Vogue"誌 100年にみる、ファッション
情報の変容Jと題して、ファッション誌が20
世紀の被服の流行に果たした役割jと相互関係を
考察している。また、 2006年には 1960年代の
服飾の流行等について、時代の背景と報道につ
いての検証・考察を行っている九
本研究では共立女子学園図書館所蔵の
rVogue Pattern BookJを手掛かりに、 1950年
代の時代を写し出しているファッション・デザ
インを考察することを目的とする。ここで論じ
るファッションとは、被服に関する流行の様相
として、服装vii)やコーデイネートω等の全体
の雰囲気やイメージ引を表す服飾表現の言葉と
して用いる。調査は、 1952年から 1959年まで
の rVoguePattern BookJ 47冊を対象とする。
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2. iVogue Pattern BookJの歴史的背景
iVogue Pallern BookJとは、 18921: 12 ) J
17 1にアメリカ (ニューヨーク)でおlJFlJされ
た íVogueJ を J~徽としたパターン・ブックで
ある(1;:(11)判。 パタ ーン・ブックとは;とj則的
に先行される/1¥版物で、 ivo忠lePatlern BookJ 
iSimplicily Patlern BookJ iMcCall's Patlern 
BookJ iButerick Paltern BookJ等が代点的な
パターン ・ブックとされている九 ノfターンと
は服飾川却では洋JJI~の他地の裁断に使川する衣
JJI~のJ~9.を JFいた J~~紙の こ とをさす 刊。パターン ・
ブックは，l~ ，1良されている被lJIi をスタイル Ilhj '" 
や万点で制介し、，泣-"・は!H-みのものを選び、選
んだものについている需り・を11し込むとJ印紙が
送られてくるようになっている川。
iVogueJは、 Arthur8aldwin Turnureとそ
の広人述により、 /1¥版社名を Thefashion 
Companyとしてお1JFリされたへ 250rlの株 i=.は
、liIL~のニューヨークの社交界を代ぷする人々で
あった。雑誌は辿FIJでえ{ilは10セント(辿FIJ:
1899 {I: 10川191 ~;.より $3 に帥，l~éfh丸山で
{FIIJ購読キ:1は4ドルだった。4ドルというの
は雑誌の ，!~ 'J~や広行を参!!({して分析を行った 1 1 ，
到によると、[まぽ，1'1哨t-JLに中1当する金千百iであ
るとしている 131。創刊の"(1りは十1:交持及ひ'ファ
ッションとセレモニー州当zの間報提供であっ
た。1909{I:からはコンデナスト ・パブリケー
ションズ(兆:Conde Nast PlIblicalions)から
先行されるようになり、現代ではフランス、イ
1;(1 1 rVoguc palcrn bookJ 1952.53 {ド12-1 ) Jりの
}.<.紙とrVoguecouluricr designsJ 48、49ri /II~I!: 
引JIJ.参与文献 (8)
ギリス、イタリア等の多くの国で発刊されてお
り、 日本においてもJl刊誌として定ずIiしている。
創刊した II.~代はファ ッションショ li.lii: や流
行予iJlIJもないH主代である。故新のフ ァッション
はパリで生まれ、パリ こそが誰もが認める流行
先1，{ J血であったとされていたH手代である。
iVoglleJはパリを訪れたことのない読者に、
パリの流行に1.(j.(をあてて世IJに広く以透させ
ていくこととなる川。 パリの流行を知った読者
はどのようにその情報を活川したのであろう
か。 既製JJI~ と-M;する i下)JIi を大抗生産するシステ
ムは、191仕紀の終わり頃には稼働している。
大WUli.される衣服は概ね普段者として定書的
なぷIJI~に m! られ、おしゃれな女性述は大下がオ
ーダーメイド 川 のIJI~ を若ていた 時l。 では、 ~f
みの衣)J日を作文する際の伝達手段はあったのだ
ろうか。]巴 .，fg材 ・付属等の詳細lを伝える方法
はあるのだろうか。
iVogueJがパターンを提供するようになっ
たのは 1899{I.:からである。読者が雑誌の誌1m
からHきなi下)J1iを選び、(匝12)附のク ーポン
刊をはさみで切り取って50セン トを支払うと、
このサーピスの発起人である RosaPayne女史
から下作りのl担紙が送られてくるというシステ
ムだった川。 1899年2}-j 23日からスター トし
た iVoglleJのパターン特集は、第一ITI=!のコ
ーナーはスタイ Jレ阿とディテール川や説・材に
ついてのコメントが記il夜された「ルイ161止胤
国
泌をヨ
VOGUEダマ
.8ζ 
1;(/ 2 rVogl.le palern bookJ 1952.53年12・1) J~;.の
クーポン 1典:IJ IJIJ .参与文献 (16)
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コート」であったという。第二ITII以降は、 多
様なアイテム 川}が取り 1'，げられる。必ずしも
ホーム・ソーイング."i)'，Ij.) 1 ではなく、 !11iを仕
立てに/1¥す場合にも利川されたものとされてい
る附。 1900{ド代に入ると Jí~紙ビジネスが~ f湖で、
36サイズしかなかったサイズが32から 44ま
で対応がIIf能になり、 JI止新のアイテムのJ~l紙が
1M載されていた附。 iVogueJのパターンi"，;II"1の
成長に合わせて iVoguePattern Booldについ
ても、人々の要望があったのではないかと推測
している。
1952 I，I:の iVoguePattern BookJの4・5月
号では、 iMakeit cool"'make it cottonJ iParis 
Original MoclelsJiVogue Couturier DesignsJ等、
14項目に分知して編集されている。スタイル
|踊と写点で梢成されていて、それぞれにパター
ン・ナンバー州、iNewsfor spring-into-summer J 
のようなは/1¥し、素材、アイテム、色、シルエ
ツト副、ディテール、サイズ、値段等の詳細lが
記載されている (凶 3)却}。
前述した凝IIII}~X については、 この システム を
使えばホーム・ソーイ ングで|当分好みのi刊l以を
作ることはIf能で・あり、それを参考にして注文
!JIlを眺人できるということになる。
1:;(14 クリスチTン・デイオールのfU<(1りなスタイル
1 1\ 9~ :引JI.参与ー 文献 (2:3)
3 クリスチャン ・ディオールのコレクション
1950 il:代のファッションの1リドに大きな変
化を もたらしたデザイ ナーとして、 1947I，rに
JI止初のコレクションを発表したクリスチャン ・
デイオール (ChrislianDior/1905 I， I~ 1月2111 -
1957 il'. 10月241)をあげることができる 刊。
コレクションは!JIHili川百!?としては、名シーズン削
ごとにオートクチュール山】 のクチュリエ xxiii)
が創作して党Aえする作品 目iv)の集まり、さ らに
これらの作品の党長会のことをさす。発表され
た作litはそのシーズンの流行になるとされてい
る却。
デイオールは、 1947ir:にコロール (花出)・
ラインと名付けられた松初のコレクションを発
ぶした。ほっそ りした茎のようなウエストから
大きなスカー トが広がって花のように見えたこ
とに山来する。メしみを持つなだらかな"1と釧く
絞ったウエストにロング ・スカートを合わせた
シルエットが~S，徴で、当時のフ ァッ ション界に
街峡を与えた。このコレクションの代表的なれi
1'1'1 (1苅4)副を、アメリカの iHa剖rpe印r、Baz却a陪刷a剖rJ
'品i誌主の編1集長長 CarmelSnowが.“.ニユ一ルツク... 
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オー バル ・ライン (1951年・ぷ) チュ リー ップ ・ライン (L953{ド ・ぷ) Aライン (L955{ド・イ長)
|誕15 クリスチャン ・ディオールのラインの代ぷ例 1典 :~ IJ・参与文献 (25)
と表現し、その名が雁!とに伐った刊。 1950年
のがにはヴァーテ イカル(:lf!i!I'()・ライン、秋
にはオブリ ーク (斜線)・ライ ンと名称したこ
つのコレクションを発表した。1947-1957年
の1日、保シーズンごとにラインとt，つ'けて新し
いコレクシ ョンを発表することになり(表 1)、
ラインと材、した名称がマスコミに多数取り上げ
られて一般大衆にも受け入れられていくように
なった (凶 5)却。
コロール・ラインの翌年に発表されたジグザ
グは、ディテールに特徴があるコレクションで
ある。コロール ・ライ ンをJ主にしたシルエッ ト
であり、ペプラム 凶 の飾りやスカート を重ね
ることでアシンメト リー問。 なディテールが旋
楽されている制。194911~ぶのミッド ・ センチ
ユリ ー (1:紀半ば)・ルックでは、 トップ四ii)
を柔らかくブラウジングさせてウエス トを純|い
ベル ト でしめ、ボ トム 四iii) には歩行~í!のようにほ
っそり としたシルエットのペンシル ・スカ トー
を合わせている。コロール ・ラインのシルエッ
トと問機にウエストは立殺しているが、ボトム
は膨らんだスカートから網1身のスカートを合わ
せて、 全体のシルエットが見なって見える提案
をしている。ウエストをな減したシルエットは
縦統され、 1950年森のiは初のコレクションは、
ヴァーテイカル(垂直)・ラインと命名された。
布地をバイアス 田川 に扱い体型を意識して表現
したという初。 1951年イ手のオーバル (卵)・ラ
インでは、その名の通り丸みのあるシルエット
をJillき、 初めてウエストをj制点し、新たな女性
らしさを表現した。次のコレクションで再びウ
エストは翁1くなり、 1952~ I 'がに発表したシニ
ユアス(11線的)・ライ ンは、プリ ーツ間]やセ
ータ をー位}lJし、ソフトでゆったりした印象と
なった。1953年春のチューリ ップ ・ラインは、
さらにウエストを締めて、バス ト、 }j=j線、ヒ ッ
プにボリ ュームを持たせたム:1"1:らしい丸みを強
訓jしたシルエッ トであった則。 5It1954年秋の
Hラインではウエス トはな織しながらも、バス
トのボリュームをなくし、すっきり とした刺身
のシルエットを打ち山した。パス トのボリュー
ムをなく した表現は、コロー1レ・ラインの発表
以米ディオールのコレクションには見られなか
ったものである 割。 Hラインを発展させ、初i広
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表 1 クリスチャン・デイオールが発表したコレクションのライン
年代 シーズン コレクション
容 コ(ニロュー ルール・ッラクイ)ン Corolle Ii同
1947~ 
コ{ニロューー JLJb・γラクイ)ン技 Corole lioo 
1948~ 容 アンヴォル Envol 
歓 ジグザグ Zig.zag 
1949年
理E トロンプルイユ Trompel・oeil
歓 ミッド・センチュリー・ルック Mid咽centurylook 
1950年
司書 ヴァーテイカル・ライン Vertlcallin骨
'* オブリーク・フイン 0制iq凶Ii捕
理E オーバル・ライン OvaJ line 
1951年
歓 ロング・ライン Longlir噌
1952~手 理E シニュアス・ライン Sinuωs I同
教 プロフィール・ライン Profile 1100 
1953隼
容 チューリップ・ライン Tulip line 
歓 キューポラ・ライン Cupola line 
理E リリー・オブ・ザ・ヴァレー・ Lily 01 The Valley Ii帽
1954年 ライン
歓 Hライン Hlir唱
1955年
容 Aライン Alir噌
歓 Yライン Yli憎
容 アロー Arrow 
1956年
校 エマン Aimant 
1釘7年
容 リーブル Libre 
歓 フュゾー・ライン Fuseau lir晴
がりにしたシルエットを 1955年春のAライン
で表現した。肩巾を狭く、バストを平らにし、
ウエストを僅かにくびれさせた制。同年秋のY
ラインは基本的には細身でトップが重たいシル
エットと定義されたが、 Aラインほど簡単に見
分けがつかなかった。 V字型にあいた折り返し
の襟をつけて、 Yの上部の形に見せるなどして
Yラインを表現した3υ。1956年春のアロー (矢)・
ラインでは、ベルトや短い薄地平織綿布のキャ
ラコ・ジャケットと組み合わせることでハイウ
エストを強調させた制。
(表 2)却制は、コロール・ラインを基点と
してデイオールの特徴であるシルエットの表現
について示した表である。ウエストの表現の捉
え方が重要であることが伺える。細いウエスト
が解放されたのは最初のコレクション発表から
4年後のオーバル・ラインである。その後はウ
エストを意識した表現になるo バスト・袖・ヒ
ップにボリュームを出し、ウエストの位置.の上
げ下げ、バストのボリュームを無くす、スカー
トの裾を広げる等の部分的な変化を加えてい
特徴
ほっそンりとした茎のよとう名なづウエストから、大曹なスカートが広がって花のように見える
ライ.ニュールック けられる.
.多4昆E舗の布にt鎗Eっを使た用ニ.ュー J&.γク.とディオール自身が宮う.スカート丈がさらに長〈なり、
スカイート丈I!:Gいまま、バッスルスタイルのように後ろに強り出したり、 D曹のあるデ
ザンe
身頃にたっぷりとひだをとり、アシンメトリーを表現.
目mしを窓味し.パストを大曹〈みせるための大阻なカ7トや折り返しをした。
トップをブラウジング寄せ、ウエストをベルトで飼〈鱒めたデザイン。
i[UJ8lIなライン‘タ""クやプリー ツを多〈使用.
鍵何学的な斜績が特徴.アシンメトリーでZ遣い目がらせん主主に傘曹ついている。
卵型のライン.ウエストを開銀さ信、丸みをおびた女性らしさを符つ.
ハイ・ウエストでスカートI!ロングラインをWIIするため長い.プリンセス・ラインと
もいう。
幽自量的なライン、停になじむソフトでゆったりとしたデザイン。
シャープでボディーラインを〈つ曹りと舗〈シンプルなデザイン。
ウエストは舗〈バスト、岡、ヒップが強飼され、全体として曲線的なライン。
領の広い御盤、丸みのある肩を諸国。
デどフィオレーッルシのュ@さ鋪をのもfっE.にちなんで名づItられた。プリーツスカートにセーラーカラーな
体の舗を少し伸ばし、バストとウエストの毘胞を長〈したa身のライン.
肩舗を袋くし、舗にい〈にしたがって三角形状に広がるライン.
全体聞に銅身で、トップがヴォリユームのあるデザイン。
ハイウエストが特徴.キャラコと呼ばれるジャケットのラインを取り入れる。
エドワード問時代を思わせる、ロング丈のスカートやケープ、毛aのストーJ&.使いをし
ている。
男性用のヴァルーズ・ジャケットからIJ忽を得た、ゆったりとしたデザイン。
筋盈到障のライン、ルー ズ・フイ".1t-. 
る。部分的な表現は組み合わせをすることによ
り、全体のシルエットやウエストが強調される
等の見え方に影響を及ぼす。デイオールのコレ
クションはラインと名付けられたように、シル
エットが重要な意味をなしている。特にシルエ
ットを形成するためのウエストの表現に特徴が
ある。
デイオールは、偉大な創作面に加えて経営面
でも躍進をした。 1947年のコレクションの際
にはアメリカのバイヤー則。は 18人しか来な
かったが、一度ニュースが伝わるとその 2、3
倍の人がパリに来たとされ、それ以来毎シーズ
ン2万5千人の訪問客を集めたとされている。
ジャーナリストも新しいファッションを求める
人々に情報を提供するために大勢来た。世界中
から来たバイヤーは、最も売れそうな型見本を
買ってコピー mω したとされているo アメリカ
の有名デパート、 I・マグニンやパーグルフ・
グッドマン、ヘンリー・ベンデル等が競って型
見本を貿って自分のところで作って売り出した
というお}。
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iVogue Pattern BookJにみる FashionDesign (1) 
デイオール自身もコレクションで成功をおさ
めてからすぐにアメリカ市場向け尚級既製服ラ
イン rChristianDior New YorkJを手カZける:則。
アメリカ人の体型や気候にあわせて修正し、ア
メリカ市場へ本絡的に進出していった。また、
デイオール社はストッキング、ネクタイ等の服
飾雑貨のライセンス契約開山を結び、プランド
削 iv).ビジネスを拡大させたmo
デイオールはコピーに対し反対をしていたと
言われ、コレクションを見に来るバイヤーに保
証金 (6万フラン)を支払わせ、服を発注する
と保証金は仕入れ代金から差し引かれ型紙を購
入できるようにした。その型紙には二通りあり、
ひとつは布地による型紙でオリジナルの布地、
ボタン、付属品に準拠し、デイオールの名前が
記載されたラベルを貼ることができる。もう一
方は、製造業者が布地と色合いなどを白rtlに選
べる簡単な型紙であったという制。しかし、こ
年号 ページ懲 NO 1<ター ン No. アイテム
666 スー ツ
2 665 スーツ(コート、ドレス)
3 664 スーツ、ブフウス
4 657 スー ツ
5 661 スーツ、ブラウス
1952年spring号 42-49 
6 667 コー ト
7 飴8 ドレス
8 658 ドレス
g 竜踊 ドレス
10 飴2 ドレス
11 総3 ドレス
12 659 ドレス
13 674 スーツ.ブフウス
14 675 スーツ{コート、ドレス)
15 676 スー ツ
16 671 スー ツ
17 666 スー ツ
のようにコピーに対し様々な対策をとっても、
他のデザイナーによってデイオールのラインは
コピーされる。言い換えれば、一般の人々が安
い価格でパリの流行服を購入できるようにな
る。
アメリカの通信販売会社シアーズ・ローパッ
クのカタログにもコロール・ラインのシルエツ
トの服が掲級されている制。憧れの装いをした
い人々が入手可能な価格でデイオールのデザイ
ン表現が反映された服を購入できるようにな
り、流行として広まっていく事例として捉える
ことができる。
4. rVogue Couturier DesignsJにおけるファ
ッション・デザイン
rVogue Pattern BookJ 47冊中 3511-の編集項
目の中から数多く登場している rVogue
Couturier Designs (1冊に付き平均約 7頁)J
シJI-エット
コロール・ライン
ストレートライン(コート}、 Hライン(ドレス}
Hライン
Hライン
Hライン
Aフイン
Hライン
Hライン
コロール・ライン
コロール・フイン
コロール・ライン
コロール・ライン
Hライン
ストレートライン{コートド Hライン(ドレス)
Hライン
Hライン
コロール・ライン
18 669 スーツ{ドレス、ジャケット) コロール・ライン
19 673 ドレス コロール・フイン
1952年4-5月号 42.53 
20 672 ドレス Hライン
21 670 ドレス コロール・ライン
22 655 ドレス Hライン
23 678 ドレス Hライン
24 679 ドレス コロール・フイン
25 6n ドレス コロール・ライン
26 680 スーツ{ドレス、ジャケγト} Hライン
27 681 ドレス Hライン
28 682 アンザンブル{コート、ドレス} ストレートライン{コート}、 Hライン{ドレス}
29 687 ドレス コロール・ライン
30 690 ドレス コロール・ライン
31 662 ドレス コロール・フイン
1952年6-7月号 42-49 
32 6n ドレス コロール・ライン
33 684 ドレス コロー Jレ・ライン
34 686 スーツ(ジャケット、スカート、ブラウス) コロール・ライン
35 689 ブラウス‘スカート コロール・ライン
36 689 ドレス コロール・ライン
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37 飽8 スーツ{ドレス、ジャケット、ショール} Hライン
38 回5 ドレス Hライン
39 670 コートドレス コロール・ライン
40 691 スー ツ "ライン
41 6ω スー ツ Hライン
42 695 スーツ(ドレス、コート) ストレートライン{コートド Hライン{ドレス}
43 6弱 スーツ、ブラウス Hライン
44 7∞ ドレス Hライン
1952年8-9月号 32-37 
45 694 ドレス Hライン
46 698 ドレス コロール・ライン
47 697 ドレス Hライン
48 民担B ドレス コロール・ライン
49 693 ドレス コロール・ライン
50 707 スーツ{ジャケット、ドレス} Hライン
51 712 スー ツ Hライン
52 701 スー ツ Hライン
53 710 ドレス Hライン
54 711 ドレス コロール・ライン
55 702 ドレス Hライン
56 7ω ドレス Hライン
1952~宇 10-11 月号 30-37 57 7似 ドレス コロー J"・ライン
58 679 ドレス コロール・ライン
59 693 ドレス コロール・ライン
60 7ω ドレス コロー J"・ライン
61 708 コートドレス Hライン
62 706 コートドレス Hライン
63 7ω ドレス Hライン
“ 705 ドレス Hライン65 717 ドレス Hライン
66 715 ドレス Hライン
o7 710 ドレス Hライン
68 713 ドレス "ライン
1鈍2.53~12-1 月号 54-59 69 703 ドレス コロール・ライン
70 693 ドレス コロール・ライン
71 714 スー ツ Hライン
72 7ω コートドレス "ライン
73 716 コートドレス "ライン
74 737 スーツ(ジャケγト、ドレス} コロール・ライン
75 738 ドレス Hライン
76 730 ドレス Hライン
n 734 スーツ{ジャケット、ドレス} ストレートライン(ジャケ":1トド Hライン{ドレス}
78 735 スーツ{コート、ドレス} ストレートライン(コート).Hライン{ドレス}
79 741 スー ツ Hライン
3鈴3~事 4-5 月号 42.・51 ω 732 スーツ、ブラウス Hライン
81 739 スーツ、ブラウス Hライン
82 742 ドレス Hライン
83 733 ドレス Hライン
84 740 ドレス コロール・ライン
85 736 ドレス コロー J"・7イン
86 731 ドレス コロール・ライン
87 745 ドレス コロール・ライン
ω 746 ドレス コロール・ライン
89 748 ドレス コロール・ライン
切 751 スーツ{ジャケ7ト、ドレス} コロール・ライン
1953~6-7 月号 44-49 91 743 スーツ{ジャケット、ドレス} Hライン
92 747 ドレス コロー J"・ライン
93 750 ジャケ7ト、ドレス ストレートライン{ジャケットド Hライン{ドレス}
94 
7“ スー ツ Hライン
95 749 ドレス "ライン
鑓 753 スーツ、ブラウス "ライン
97 759 スーツ、ブフウス "ライン
98 754 スーツ{ジャケット、ドレス} "ライン
99 752 ドレス Hライン
1953年8-9月号 34-41 1∞ 758 ドレス Hライン
101 755 コー トドレス コロール・ライン
102 756 ドレス コロール・ライン
103 757 ドレス コロール・ライン
104 7切 ドレス コロール・ライン
105 no スーツ{ジャケフト、ドレス} コロール・ライン
1953年 10-11月号
106 761 スー ツ Hライン
4牛51
107 765 コー ト ストレートライン
108 766 コー トドレス Hライン
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109 7悶 スーツ{ジャケット、ドレス} Hライン
110 762 ドレス コロール・ライン
111 7ω ドレス コロール・ライン
112 769 ドレス コロー JI-・ライン
113 764 スーツ{ジャケ7ト‘ドレス} Hライン
114 767 スーツ{ジャケ.~ト、ドレス} Hライン
115 774 スーツ(ジャケ7ト、ドレス} ストレー トライン(ジャケット}、 Hライン(ドレス}
116 704 ドレス コロール・ライン
117 745 ドレス コロー JI-・ライン
118 773 ジャケ.~ト、ドレス コロー JI-・ライン
1953、54牟 12-1月号 32-37 119 772 ドレス コロー JI-・ライン
120 775 スーツ(ジャケ7ト、ドレス} Hライン
121 734 スーツ{ジャケット、ドレス} ストレートライン tジャケ?ト}‘ Hライン(ドレス}
122 m ドレス 同ライン
123 776 ドレス Hライン
124 783 スーツ、ブラウス Hライン
125 784 スー ツ、'17ウス Hライン
126 781 ドレス Hライン
127 782 コート‘ドレス ストレートライン{コート1.Hライン{ドレス}
1954年 2-3月号 28-33 128 779 ドレス Hライン
129 785 ドレス Hライン
130 786 スーツ{ジャケγト、ドレス} ストレートライン{ジャケット).Hライン{ドレス}
131 778 スーツ{ケープ‘ドレス) コロール・ライン
132 780 ドレス V-;J.イドライン
133 794 スーツ{ジャケット、ドレス} コロールーライン
134 793 スーツ、ブラウス Hライン
135 787 スーツ{ジャケット、ドレス) Hライン
136 792 コート、ドレス ストレートライン{コートド Hライン(ドレス}
137 797 コート、ドレス ストレートライン{コートド Hライン{ドレス}
138 796 スー ツ Hライン
139 799 ドレス Hライン
1954年4-5月号 30-37 140 800 ドレス コロール・ライン
141 768 ドレス コロー J"・ライン
142 7関 ドレス Hライン
143 789 ドレス Hライン
144 601 ドレス Hライン
145 791 ドレス コロー JI-・ライン
146 795 ドレス Hライン
147 798 ドレス コロー JI-・ライン
148 802 ドレス コロー JI-・ライシ
149 603 ドレス コロー JI-・ライシ
150 604 ドレス Hライン
19541事6-7月号 36-41 151 808 スーツ‘ブラウス Hライン
152 805 スーツ{ジャケット、ドレス} コロール・ライン
1関 807 ドレス Hライン
154 806 ドレス Hライン
155 812 スー ツ Hライン
156 783 スーツ、ブラウス Hライン
157 813 コート、スーツ ストレートライン(ヨート).Hライン{スーツ)
158 811 コート、ドレス ストレー トライン(コー ト}、 Hライン{ドレス}
159 809 ドレス Hライン
1954j宇目 -9月号 6仏67
160 765 コー ト ストレートライン
161 810 ドレス Hライン
162 785 ドレス Hライン
163 814 ドレス コロール・ライン
164 760 ドレス コロール・ライン
165 814 ドレス コロール・ライン
166 760 ドレス コロール・ライン
167 824 スーツ(ジャケ7ト.ドレス} コロール・ライン
168 817 ドレス コロール・ライン
169 825 スーツ‘ブラウス Hライン
170 819 スーツ.ブラウス Hライン
171 822 スーツ.プ7"~ Hライン
1954年 10-11月号 2島35
172 626 ケープ‘スーツ Hライン
173 818 ドレス コロール・ライン
174 820 コー ト コロール・ライン
175 821 ドレス コロール・ライン
176 816 ドレス Hライン
177 823 ドレス Hライン
176 615 ドレス Hライン
1954‘55年 12-1月号 26-31 179 829 コート、ドレス ストレー トライン(:コー ト).Hライン(ドレス}
160 831 ドレス コロール・ライン
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181 832 スーツ{ジャケ7ト‘ドレス} コロール・ライン
182 810 ドレス Hライン
1図 828 ドレス Hライン
184 833 スー ツ Hライン
185 806 ドレス ヨロール・ライン
186 827 スー ツ Hライン
187 8羽 コー ト ストレートライン
188 834 ブラウス‘スカート ストレートライン
189 837 スー ツ{スー ツ‘ブラウス】 Hライン
1関 8凋 スーツ【ジャケ7ト‘ドレス} Hライン
1955隼2-3月号
191 841 コート、ドレス ストレートライン{コートドコロール・ライン{ドレス}
32-37 
192 840 ドレス Hライン
1鈎 836 ドレス コロー JJ，・ライン
194 836 ドレス ヨロー JJ，・ライン
195 839 スーツ(ジャケツト‘ドレス} コロー JJ，・ライン
196 846 スーツ(ジャケツト、ドレス} ストレー トライン{ジャケツト}、 Hライン{ドレス}
197 842 スー ツ ストレートライン{ジャケット}
198 855 スーツ(コート、ドレス} プリンセスライン{コートド Hライン(ドレス}
199 844 スーツ(ジャケツト、スーツ} ストレートライン{ジャケツト).Hライン{スーツ)
2∞ 848 スーツ(ジャケツト‘ドレス} Hライン
初1 845 コートドレス Hライン
1955~4- 5月号 36-43 202 854 ドレス Hライン
203 849 ドレス コロー JJ，・ライン
204 850 ドレス コロー JJ，・ライン
初5 851 ドレス Hライン
初6 853 7ンサンプル(ジャケツト‘ドレス} コロー JJ，・ライン
207 843 コート、ドレス ストレー トライン{コー ト}、 Hライン(ドレス}
鈎8 852 スー ツ Hライン
209 847 スリーピース(コート.ジャケ7ト、ドレス) ストレートライン{ヨートージャケット).Hライン(ドレス}
210 861 スリーピース tジ'¥'ケット、スカー ト‘ブラウス} ストレー トライン{ジャケット}、 Hライン(スカー ト・ブラウス}
211 860 スーツ(ジャケット、ドレス} Hライン
212 858 スーツ(ジャケツト‘ドレス} コロー JJ，・ライン
1955年6-7月号 50-55 
213 鴎3 ドレス ヨロー JJ，.ライン
214 862 ドレス コロール・ライン
215 856 アンサンブル{ジャケ7ト、ドレス} Hライン
216 859 コート、ドレス ストレートライン{ヨート).Hライン(ドレス}
217 857 スーツ{ジャケット‘ドレス} ストレートライン{ジャケツト).Hライン{ドレス)
218 865 スーツ{ジャケット‘ドレス} Hライン
219 総8 ドレス Xライン
220 864 スー ツ Hライン
1955年8-9月号 3s.43 
221 855 ジャケツト、ドレス Hライン
忽2 867 コート、スカート ストレートライン{コート}、スカート{有明}
223 842 ジャケツト、スカート ストレートライン【ヨート).スカート{不明}
224 862 ドレス コロール・ライン
225 総6 スー ツ{コ-1-.ドレス) ストレー トライン(コー ト}、 Hライン{ドレス}
226 876 ドレスコー ト Hライン
227 830 コート、スカート ストレートライン tコー ト).Hライン{スカート}
228 877 コー ト ストレートライン
鐙9 872 スーツ{ジャケ7ト.ドレス} Hライン
1955年 10-11月号 230 869 
スー ツ Hラインu・39
231 874 コート‘ドレス ストレートライン(コートド Hライン{ドレス}
232 871 ドレス コロール・ライン
233 875 ドレス Hライン
234 870 ドレス Hライン
235 873 ドレス Hライン
236 800 スー ツ Hライン
237 869 スー ツ Hライン
238 883 ドレス コロール・ライン
239 884 ドレス コロール・ライン
1955. 56年12-1月号 34-39 240 878 ドレス Hライン
241 885 スーツ{ジャケット、ドレス) Hライン
242 呂町 コー トドレス Hライン
243 879 ドレス Hライン
2“ 882 コー ト、ドレA ストレートライン tヨー 川、 Hライン{ドレス)
245 896 コート.ドレス ストレー トライン{コー ト}、 Hライン{ドレス)
246 898 コート‘ドレス ストレートライン{コートド Hライン{ドレス}
247 9∞ スーツ、ブラウス Hライン
1956年4-5月号 28-33 248 897 
スーツ{ジャケフト、ドレス} ストレートライン{ジャケ7ト).Hライン{ドレス】
249 叩2 スーツ、ブラウス ストレートライン{スーツ}
250 初4 ドレス ヨロー ル・ 7イン
251 初6 コー トドレス Hライン
252 切3 ドレス Hライン
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253 907 ドレス Hライン
254 905 コートドレス Hライン
255 901 コートドレス Hライン
256 693 ドレス コロール・ライン
257 899 ドレス コロール・ライン
258 鈎9 スーツ(ジャケット、ドレス} ストレー トライン【ジャケツト}、 Hライン(ドレス}
259 912 スーツ{ジャケ7ト.ドレス} Hライン
260 918 ドレス コロール・ライン
261 911 ドレス コロール・ライン
262 910 スリーピース{ドレス、ブラウス、スカート} コロール・フイン{ドレス}ー"ライン{ブラウス・スカート}
263 917 スーツ(コート、ドレス) Aライン{コートド Hフイン{ドレス}
1956牢6-7月号 42・51 264 916 スーツ{ジャケツト.ドレス} コロール・フイン
265 914 ドレス コロール・フイン
266 908 ドレス コロール・ヲイン
267 687 スー ツ Hライン
268 913 スー ツ "ライン
269 919 ドレス コロール・ライン
270 915 スーツ{コート、ドレス) Aライン{コー ト).Hフイン(ドレス}
271 924 スーツ{ジャケット.ドレス} ストレートライン{ジャケット).Hライン{ドレス}
272 920 スーツ.ブラウス Hライン
273 932 スーツ{コート、ドレス) Aライン{コー ト}、 Hライン【ドレス)
274 931 スーツ{コート、ドレス} ストレートライン{コートド Hライン{ドレス}
1956~8 -9月号 34-41 275 930 スー ツ Hライン
276 929 スー ツ Hライン
277 928 アンサンプル{ジャケ・2ト‘ドレス} コロール・ライン
278 927 アンサンブル{ジャケット‘ドレス} コロール・ライン
279 926 ドレス コロール・フイン
280 921 ドレス Hライン
281 922 ドレス コロール・ライン
282 925 ドレス コロール・ライン
283 923 コート、ドレス Aライン(コー ト).Hライン(ドレス】
284 915 コート.ドレス Aライン(コー ト}、 Hライン{ドレス}
285 936 スーツ{ジャケット、ドレス} Hライン
1956年 10-11月号 24-29 286 932 スーツ、ブラウス Hライン
287 933 スーツ.ブフウス Hライン
288 930 スー ツ ストレートライン
289 934 ドレス Hライン
290 921 ドレス Hライン
291 935 ドレス Hライン
292 933 スーツ‘ブフウス Hライン
293 937 ドレス Hライン
294 928 アンサンブル{ジャケット、ドレス} コロール・ライン
295 927 アンサンプル{ジャケット、ドレス} コロー JI-・フイン
2鑓 938 ドレス Hライン
1956‘57年 12-1月号 24-31 
297 903 ドレス Hライン
鈎8 笥)6 ドレス Hライン
299 924 スー ツ Hライン
3∞ 913 スー ツ Hライン
301 914 ドレス コロー JI-・フイン
初2 921 ドレス Hライン
303 93日 ドレス Hライン
304 947 スーツ{コート‘ドレス} ストレー トライン(コー ト}、 Hライン(ドレス}
305 946 スーツ{ジャケット、ドレス} ストレートライン{ジャケ.~ト)、 H ライン{ドレス)
306 
9“ ドレス コロー jl-・ライン
307 942 ドレス Hライン
308 943 ドレス コロー JI-・フイン
309 945 ドレス Hライン
1957年2-3月号 42-49 
310 933 スー ツ Hライン
311 940 スー ツ Hライン
312 915 コート、ドレス Aフイン{コー ト).Hライン{ドレス}
313 941 コー ト Aライン
314 939 ドレス Nライン
315 948 スツ Hライン
316 908 ドレス コロール・ライン
317 937 ドレス Hライン
318 953 スーツ、ブラウス ストレートフイン{ジャケット)
319 956 スー ツ Hライン
320 952 コート、ドレス Aライン(コー ト)、 Hライン{ドレス}
1957隼4-5月号 40-45 321 951 スーツ{ジャケット‘ドレス} ストレートフイン{ジャケット).Hライン{ドレス}
322 949 スーツ{コート、ドレス} ストレートライン tコー ト).Hライン{ドレス)
323 955 ドレス Hライン
324 950 ドレス コロール・ヲイン
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325 954 スーツ(ジャケット‘ドレス} Hライン
326 鉛8 スーツ(ジャケγト‘ドレス} ストレートライン{ジャケットド Hライン{ドレス}
327 鶴田B ドレス コロー JI-・ライン
328 鈴2 ドレス コロール・ライン
鈴9 9鈎 ドレス Hライン
19S7i手6-7月号 56-61 330 
鈍8 スー ツ Hライン
331 製拘 スー ツ Hライン
332 鉛4 スー ツ Hライン
333 970 スー ツ Hライン
334 鋭)9 ドレス Hライン
335 965 スー ツ Hライン
336 979 スーツ{ジャケγト.ドレス} ストレートライン{ジャケットド Hライン{ドレス}
337 g河 ドレス Hライン
338 977 ドレス Hライン
339 972 アンサンブル{ジャケット‘ドレス} ストレートライン{ジャケットド Hライン{ドレス}
1鈴71事8-9月号 5O-SS 340 971 ドレス Hライン
341 976 スーツ‘ブラウス Hライン
342 974 スーツ、ブラウス Hライン
343 975 コート、ドレス Aライン{コー ト}、 Hライン(ドレス}
344 973 スーツ(ジャケット、ドレス} コロール・ライン
34S 9関 スーツ{ジャケ7ト、ドレス} コロール・ライン
346 鈎 t スーツ{ジャケット.ドレス} Hライン
347 鎖割。 ドレ又 コロール・ライン
348 982 ドレス コロール・ライン
1957"10-11月号 筑ト35 349 製島4 アンサンブル{ジャケット、ドレス} ストレー トライン{ジャケット}、 Hライン{ドレス}
2鈎 鈎5 スーツ‘ブラウス Hライン
351 鈴5 スー ツ Hライン
352 S鉛 コー ト Aライン
353 941 コー ト Aライン
354 993 ドレス "ライン
3弱 992 ドレス ストレートライン
356 9河 スーツ(ジャケフト、ドレス} Hライン
1957、58J事12-1月号 M・57 357 sω ドレス
358 987 ドレス
359 989 ドレス
3ω 991 ドレス
1958、59年12-1月号
361 142 スー ツ
34-35 
362 140 スーツ、ブラウス
の情報を分析したのが(表 3)である。対象と
なったのは、 35冊、 242頁。スタイル画と写真
を掲載順に番号をつけ、それぞれのパターン・
ナンバーと読みとることができるアイテムとシ
ルエットを記入している。全パターン数回附}
362点の内、スタイル闘が334点、写真で提示
されているものが28点ありスタイル闘が写真
より多い。
4 -(1) シルエットの特徴
1947年に発表されたコロール・ラインの作
品、 1950年にデイオールが描いたとされてい
るスタイル画、 iVogueCouturier De凶si泡gns吋Jの
ス夕イル函と写真真.を比較する(図 6ω)ω刷州)川4“州1
宮i津事は、 EsquisseSilhuoe民自のスタイル画全η
点についてシルエットの特徴等の分析を行い、
そこに描かれているものは全てコロール・ライ
ンであると提唱した刷。今回の分析においても、
"ライン
Hライン
Hライン
Hライン
Hライン
ストレートライン(スーツ}
コロール・ラインは継続的に提案されている(表
4・1)(表 4・2)。掲載されているスタイル画
と写真では、コレクション作品よりスカート丈
が短くなっている事例もある(図 7)叫州制。
しかし細いウエストと大きく広がったスカート
の基本的なシルエットに変化がない事から、コ
レクションが終わっても継続してパターンの需
要があったと考えられる。時間を経てからも好
まれたコロール・ラインは、コレクション作品
からファッションとなった事例の一つなのでは
ないだろうか。
シルエットのパターン数の内訳は、 Hライン
179点、コロール・ライン 114点とウエストを
細く絞った50年代を象徴するシルエットが多い
(表 4・2)0Hラインー)のパターンは平均し
て多く扱われているo 襟元やベルトなどに変化
をつけながら体の線を長くとったシルエットは、
1950年代後半まで継続している(図 8)叩制制。
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1947 {I;に発ぶされた
デイオールのコロール・ライン
た
1950 {ドにJ前カ‘üた とさ t~る
デ fオールのスタイルl曲i
1952 {ド rVogueCOlltlncr 
DesignsJのスタイルl曲i
1;(16 コロール ・ ライ ンの比較 ・J~例 II\ ßI~ : 'JIJII ・ ~)5.文献 (40、41、42)
1.< 4・l シルエ γ トの分有lとパターン数
年代 シルエッ卜
Hライン
1952年
コロール・フイン
ストレートフイン
Aフイン
Hフイン
1953年 コロール・フイン
ストレートフイン
Hフイン
1954年
コロール・ライン
ストレートライン
マーメイドライン
Hライン
1955 ~手 コロール ・フイン
ストレートライン
フ.リンセスフイン
Hライン
1956年
コロール・ライン
ストレートフイン
Aライン
Hライン
1957年
コローJレ・フイン
ストレートライン
Aライン
1958年
Hライン
ストレートフイン
合計
パターン数
38 
30 
4 
23 
21 
6 
33 
21 
9 
1 
25 
14 
17 
28 
18 
8 
5 
31 
10 
ー
10 一6 
1 
1 
362 (点)
シルエッ 卜の判・徴は、 1950{I:代に佐川され
ていたディオールのコ レクションの;話料をうけ
て榊成されていたのではないかと41tilJできる。
1.< 4 -2 シルエットの分知とパターン~
シルエット I ~ターン数
Hフイン 179 
コロール ・フイン 114 
ストレートライン 55 
一Aライン I 12 
マーメイドライン
プリンセスライン
合計 | 362 (点)
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V 、ヘ
1947 "ド ・イー 1953 "F 8.9 )1 ~J' 1954.55 "ド12.1 ) 1 ~J
クリスチTン ・デイオールのコロール ・ライン iVogue Coulul允rDesignsJのスタイルIltj
1:17 ディオールのコロール ・ラインと rVogueCouturier Des ignsJ のスタイルIlltjの比悦 'l~例
/1¥典:リIJIl・参考文献 (44、45、46)
?、
v 
1954 "ド ・秋 1954，55 "F 12・1Jl ~J' 1957 "ド 6・7) 1 ~J. 
クリスチャン ・ディオールの1ライ ン rVoglle COll(UI允rDesignsJのスタイ JレIltj
|耳18 デイオールのHラインと rVogueCou(u巾 rDesignsJのスタイルIltjの比'政'J附j
/I \91~ 引JIl.参診文献 (47、48、49)
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4 -(2)アイテム、ディテールの特徴
アイテム毎に集計した結果が(表 5・1)(表
5・2)である。全アイテムのパターン数は362
点、ドレスが170点と多く、スーツが 140点、
コートが42点である。ドレスは胴衣の部分と
スカートから構成される上下続きになったもの
とし、スーツはジャケットとスカート、ワンピ
ースとコート等のような、ひとそろいの共布の
衣服として必ず共布である事がスーツの条件と
している刷。以下アイテム毎にディテールの特
徴を含めて記述する。
ドレスは 1952年から 1957年まで平均して28
点と、継続して提案されていたアイテムである。
特に 1952年はパターン数が43点と最も多く、
コロール・ラインのシルエットが数多く使われ
ている。ディテールの特徴は徐に見られる。襟
有りのものと襟無しのものと比べると、 170点
中130点が襟無しのもので、胸前を深く切り下
げたVネックやラウンド・ネック眼前il、ポート・
ネック XXXVω が多い。また、(図 9)印刷則のよ
うにVネックの深さが浅かったり、深かったり、
襟のあき具合も様々な提案がある。同じくラウ
ンド・ネックやポート・ネックについてもデザ
イン線の形状を変えて掲載されている。全体の
バランス、シルエットと素材の関係を考慮して、
襟のデザイン線等の細部に変化をつけて表現さ
れているo
スーツはジャケットとスカート、ジャケット
とドレス、コートとドレスの組み合わせで、ジ
ャケットとドレスの組み合わせが140点中 55
点と一番多い。
コートは42点で、その中でコートドレスと判
断できるものが13点ある。コートのように前あ
きになった、ボタンが裾まで付いているドレス
である。一般のコートより体に沿い、単体のド
レスとして着用する事も、さらに上からコート
を羽織ることもできるアイテムである制。襟付
きのものが多く、フラット・カラー xxxix)、ショ
ール・カラーへテーラード・カラー出など、様々
な襟の形状が見られた。
他のアイテムはジャケットは 4点、スリー
ピース xli)は 3点、スカートやブラウスのよう
な単品川i )は各 1点ずっと、極めて少ない結果
となった。単品とは他のアイテムとコーデイネ
ートすることにより、着装酬として完成する
服種の事を称している問。
衣 5-1 アイテムの分聞とパターン数
年代 アイテム パターン数
ドレス 43 
スーツ 22 
1952年 コー ト 6 
ブフウス 1 
スカート 1 
ドレス 25 
1953年
スーツ 20 
コー ト 3 
ジャケット 2 
ドレス 35 
1954年 スーツ 20 
コー ト 9 
ドレス 19 
スーツ 22 
1955年
コー ト 1 
ジャケット 2 
スリーピース 2 
ブラウス
ドレス 24 
1956年
スーツ 27 
コー ト 7 
セット
ドレス 24 
1957年 スーツ 27 
コー ト 6 
1958年 スー ツ 2 
合計 362 (，~) 
表 5・2 アイテムの分類とパターン数
アイァム パターン数
ドレス 170 
スーツ 141 
コー ト 42 
ジャケット 4 
スリーピース 3 
スカート 1 
ブラウス 1 
合計 362 (点)
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l:xl 9 rVogue Patern BookJに比られるVネックの
'l ~例 1¥典:引11・参与・文献 (51、52、53)
アイテムの特憶については ドレス、スーツ、
コー ト、ジャケット、スリーピース等のアウタ
ーウェア州 のイt1 ~ I ' l.( 数が 360点、 ブラウス、
スカートの部tilは2lμ ，制作対象とした資本1・
ではアウターウェアの抗議さが多いという紡民に
fった。
50まとめ
以上のような分析結瓜を基に本研究の」号雲寺を
すると 2 点に~約できる。
一つnは、フ ァッ ション品;iVogueJは、人々
がパリの流行を知るための情報j僚として緋成さ
れていて、 その情報を9.;に 1'1 分Hみの衣JJI~ を身
にlrける手段として iVoguePattern BookJの
ようなパターン・ブックをjfj)lしていたと4WiJllj
できる。パリの流行はファ ッション;u，;等の蝶体
を泌して人々のTにも)11¥くようになり、 i泣先端
のコレクション作品のぷ現が広く伝えられてい
ったと考えられる。
二つ口は、発ぶされるコレクションの'11には
流行の基点となるデザインがあると般測してい
る。今回の分析がi米はそのすl例とJえるのでな
いだろう か。1950年代を代ぷするデザイナー
であるク リスチャン ・ディオールの作品と
iVogue Pattern BookJの資料を比t慌して与察ー
した結来から、コレクションで発表された作品
の影特を強く受けていることが読み取れた。ま
たそのシーズンだけでは無く、縦続して影科を
受けていることもJll!併できた。特にコロ ルー・
ラインにイt去されるシルエッ トについてはlIJi.l，: 
な事例となった。
人々は、ディオーJレのコレクシ ョンが反映さ
れた iVogueCoulurier DesignsJにJ刷置された
パターンをjfiJIして、オーダーメイドやホーム・
ソーイングによって作られたパリの流行JJl1を身
に纏いお削務を楽しんでいたとJg-えられる。ま
た、通1，¥l坂必会Hシア ズー・ ローパッ クのカタ
ログにもコロ ルー・ ラインのシルエットの)JIlが
拘載され、版ッピがされていたことから、}よく供
給されていたのではないかと考えられる。以先
端のデザイ ンが、行貸出、雑誌、カ タログ等の
犠々な↑r'i郎総体を泌し、人々が身近なものとし
て楽しめるフ ァッ ションへ移り変わった。ここ
に、創立1:夫しデザインされたものが人々に受
け入れられ、フ ァッ ション と なる 'J~例の一端を
見ることができる。
今川の訓11:は、 1950年代を対象として調子t
を進めてきたが、今後は1960年代以降のiVogue
Patern BookJを泌してフ ァッ ション ・デザイ
ンについて!Jiなる研究を深めていきたい。その
方法論として年代似のファッション ・デザイン
の特徴を合めた比較や11寺代1'f1;t ~~;についても分
析をしていきたいと与-えている。
i主
人体を桜う衣)][1と装身J!oの:cr:o伊藤
紀之荘 「被JJI~デザインの体系」三共11\
版株式会十1:1983 11~ 6 ) j10 11 8頁
ある1的のも とに.f:tm:l:去し、その
構想をJ!o体的に示すこと。:i)にlfi)
じ 12.a
近代主義のな。:新村/1¥柑 「広昨苑
第二版」れ波諮問 1955 "1-' 5月25
1 2189よ:.i
liこ袋を1的として人f本各部をおおい
包む被雄物をさす。身につける全て
をさす総合的名称の立。:i)に同じ
7.tf 
II，~代の潮流、傾向の立。 : 附パンタン
コミュニュケーシ ョンズ 「新フ アツ
?? ??
?? ???
iv) 
v) 
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ションビジネス基礎用語辞典〈増補
改訂版)J光琳社 1985年6月20日
767頁
vi) 鍵、主要となる言葉。:ii)に同じ
512頁
vu) 渡辺明日香は「最新のファッション・
トレンドの紹介を中心として、ライ
フスタイルの提案、カルチャー紹介、
ライフプラン提案などを網羅し、そ
れらをターゲットに合わせて編集し
た媒体Jと定義している。:渡辺明日
香著「ストリートファッション論
日本のファッションの可能性を考え
るJ産業能率大学出版部 2011年4
月30日 12、138頁
吋i) 人間が被服を着装した状態の意。:i) 
に同じ 8頁
ix) 装いの全てを統合すること。バラン
ス良く組み合わせること。:問中千代
「服飾事典(増補版)J同文書院
1969年 282頁
x) 心の中に思い浮かべる像、形象の
意。:ii)に同じ 151頁
xi) デザイナーが考えたデザインを絵姿と
して表現したものo 説明図的要素の強
い絵である。:ix)に同じ 700頁
xii) 儀式、礼式の意。:ii)に同じ 1257 
頁
xii) 新しい作品をモデルに着せて見せ、
宣伝したり注文を取ったりする展示
方法。:v)に同じ 950頁
xiv) 注文服の意。:ix)に同じ 121頁
xv) 切り取り式の券。会社の発行する商
品購入券。:三省堂編修所編「コンサ
イスカタカナ語辞典」株式会主1:三省
堂 1996年10月1日 275頁
xvi) 細部の意。:ix)に同じ 544頁
xvii) r品目」の意。:v)に同じ 894頁
xviii) 家庭で裁縫をすること。
活x) 本研究ではスタイル商や写真につい
ている番号をパターン・ナンバーと
している。
xx) 形、姿、コスチュームのアウトライン、
あるいは外形をいう。同義語にライン
という言葉があり、クリスチャン・デ
イオールは自作品それぞれの形態上の
特徴をとって何々ラインと名付け
た。:ix)に同じ 406、881頁
思i) コレクションが発表される 1月下旬
(春夏物)、 7月下旬(秋冬物)の時
期をさす。:v) に同じ 918頁
xxii) パリ衣装庖協会に所属している高級衣
装応の意。:ix)に同じ 121、122頁
ロii) 庖を持ち、毎シーズン応のコレクシ
ョンのテーマを考え、それに基づく
独創的なデザインを創作し、素材、
色、柄を統合して企画し、その企画
を製品化する権限を持つ男性の裁縫
師の意。:ix)に同じ 218頁
ロiv) 作者の意図が感じられるものo デザ
イナーの作った服は作品とよばれる
がイ既製品となり、大量生産によっ
て作られた場合は作品とは言わな
い。:ix)に同じ 327頁
xxv) ウエストから下のフレアーの入った
部分。:ix)に同じ 762頁
双 vi) 非対称の意。:ix)に同じ 12頁
xxvii) 服の上半身をさす。:ix) に同じ
586頁
ロ吋ii)下半身に着用するものをさす。:ix) 
に同じ 978頁
双 ix) r斜めJの意。:ix)に同じ 636頁
ロx) rひだJr折り目」の意。:ix)に同じ
734頁
以 xi) 一定の利益確保を目的とした仕入れ
活動を行うスペシャリスト。:v) に
同じ 943頁
思 xii) r写しJr模写」の意。作者がデザイ
ンしたもの、すなわちオリジナルを
模写製作したものをきす。:ix)に同
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じ 303頁
ロxii)r特許Jr使用許可Jをさす。製品に
対して使用料が支払われる約束事。:
v)に同じ 965頁
ロxiv)r名柄、商標」の意。特定の商品やサ
ーピスを他の同種のものと区別させ
るように付与する名称。:v)に同じ
953頁
ロxv) 本稿では rVoguePattern BookJに
掲載されているスタイル画と写真の
数、それぞれについている番号をパ
ターン数としているo
ロxvi) 本稿ではデイオールの発表したHラ
インの定義から分析を行ったため、
デイオールのコレクション発表以前
にも同シルエットに定義付けされる
ものについては、 Hラインとして分
類しているo
ロxvii)丸い襟ぐりの意。:ix) に同じ 631
頁
ロxviii)棋に長く、前後に浅い、鎖骨のカー
プに沿って作られた船底型の襟あき
の意。:ix)に同じ 631頁
ロxix) 平らな襟の意。襟付けから直接折返
り、身頃に密着する襟。:ix)に同じ
180頁
xl) 肩かけをはおった様な形の長く伸び
た襟の意。:ix)に同じ 175頁
xli) 男子服仕立てされた襟の意。:ix)に
同じ 178頁
xli) 三つ揃いの意。:ix)に同じ 476頁
対出) 上下続きや上下セットでない、単独の
ものの意。:文化服装学院編「文化フ
ァッション体系 ファッション流通講
座⑤ コーデイネートテクニック ア
パレル編 1(商品知識)J文化学園教
科書出版部 2000年4月1日 21頁
xliv) 衣服を身につけることの意。:ii)に
同じ 1292頁
xlv) スーツ、ワンピース、ジャケット、
-64-
コートなど外側に着るものo : xliii) 
に同じ 21頁
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